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条例を通じ、地域の元気創造・活性化を目指す！
～地域の発展や、働く人の活力が生まれる社会へ～

2月定例長野県議会は3月14
日の本会議で「長野県の契約に
関する条例」（公契約条例）を議
員全員の賛成で可決しました。

条例では、基本理念で契約内
容への配慮として、地域における
雇用の確保、県産品の利用、県
内の中小企業者の受注機会の
確保、県民の安全・安心のため
に活動する事業者の育成、専門的な技術の
継承、持続可能で活力ある地域社会の実現
を掲げています。

契約の相手方の社会貢献活動への配慮と
して、労働者の適正な賃金水準などの労働環
境の整備、環境に配慮した事業活動、障がい
者雇用の促進に資する取組、男女共同参画
社会の形成に資する取組等を定めています。

またこれらの基本理念を踏まえ契約の締
結及び履行の確保をするため、県は「取組方
針」を「契約審議会」の意見を聴き定めるとし
ています。

審議会の役割として基本理念の実現に資
することや契約に関する重要事項について
調査審議するとしています。

さらに指定管理者の選定等に当たっての
配慮として、基本理念の趣旨を踏まえその選
定等を行うことも定めています。
「公契約条例」は一般的には受注した企業

で働く労働者の賃金の下限を定めるものです
が、長野県の条例は総合評価方式で「設計労
務単価に一定率を乗じた額以上の賃金支払

を誓約する事業者を加点評価」するものです。
条例には細かなことは盛り込まれず、県が

策定する「取組方針」に様々なことが盛り込ま
れます。

県では、4月1日に条例施行し、条例とともに
示された「施策例（検討案）」で「試行」すると
した課題については4月から順次実施。審議
会を7月頃までに発足させ、取組方針を9月末
までには策定し、10月頃から本格的な契約等
をスタートするとしています。

阿部知事は4年前の知事選で「公契約条
例の制定を研究する中で、労働者の生活を
考慮した県の施策や事業のあり方を検討し
ます。」との選挙公約を掲げました。2010年

推薦・連携議員懇談会

条例は全議員の賛成をもって可決



 

11月には県が庁内関係部局で構成する「公契約
研究会」を設置し、契約のあり方の研究、先行自治
体の状況調査、経営団体、労働団体との意見交換、
賃金実態調査などを行いました。連合長野は2013
年5月の第2回政策委員会や執行委員会で条例制
定に積極的に取り組むことを確認し、連合長野官
公部門連絡会における学習会や、公務労協の協力
も得て取り組みを進めてきました。9月19日に条例
制定に向けて推薦県議・連携議員との懇談会を開
催。県が10月に「長野県の契約に関する条例（仮
称）要綱（案）」のパブリックコメントを募集した際には、
実効性の確保や審議会委員に労働組合代表を入
れるよう要請し、11月19日には阿部知事に直接公
契約条例制定を要請しました。11月20日に公契約

条例制定推進会議を開催。公契約条例の第一人
者である古川景一弁護士から基調講演を受け、多
数の県会議員らの参加を得てシンポジウムを開催。

制定の過程では業界等から様 な々意見があり、県
議会の「入札制度検討会」の議論の中で「適正な履
行が通常見込まれない金額を契約金額とする契約
の締結を防止すること」や「県産品の利用」、「県内の
中小企業者の受注機会の確保」、審議会委員に労
使各1名を加えること等が追加され、条例案はまとまり
ました。このことが県議会本会議で全議員の賛成に
つながったものと考えられます。条例は成立しましたが、
連合長野はこの条例が、優良企業の育成や人材の
確保と技術の継承、賃金水準の向上につながるよう、
さらに進化させて行く取組をしていきます。

阿部知事に条例制定を要請

条例制定推進会議の様子

４月から連合長野でお世話になります、村岡　光一朗（ムラオカ コウイチロウ）と申
します。

以前は長野市職員労働組合で書記として勤めておりました。連合の組織内で仕
事をさせていただくのは初めてであり、仕事の中で学ぶことも多く、まだまだ私自身の
至らないところもあろうかと思いますが、少しでも皆さんのお力になれるよう、精一杯頑
張っていきたいと思いますので、何卒よろしくお願いいたします。

新任職員紹介
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まず七ヶ浜町のあの情景、あの海の風景に衝撃
を受けた。海の何事もなかったかのような波のうねり
が何かを語っているような気がしてならなかったし、ま
だ復旧にはほど遠い町。新築であっただろう家が基
礎の部分から無残に破壊された跡。

この人達の無念さを考えると言葉になりません。
南三陸町の旧防災対策庁舎は、あの防災無線

の声の主遠藤さんの必死の呼び掛けで多くの人達
が救われた場所。鉄骨だけの建物を見ると本当に
すごい事だったと感じた。私達は震災の事はメディア
での報道しかわからないが、小田島事務局長のお
話をうかがってみるといろんな問題があるという事を
教えて頂いた。

旧防災対策庁舎の解体の是非、かさ上げの問題
等々。細かい事もたくさんあってこれから気の遠くな
る時間が必要だと思う。

しかし、連合宮城役員との交流会で「一歩ずつで
も前へ進んでいるのが実感できている。皆様のこの
ような行動と気持ちが大変ありがたい」と言って頂い
た。

私達の今できる事はこの3月11日を忘れない事、
身近な人に語り継ぐ、この事が必要だと感じた。

2011年3月11日の東日本大震災から3年を迎え、連合長野は昨年5月までの16次に亘る復興支援ボランティア
派遣から、今回は連合宮城にご協力を頂き、宮城県内被災地の視察を40名が参加して実施をした。
岩手県に近い北の南三陸町から南の名取市までの沿岸部を訪れたが、全行程に同行して頂いた塩釜地協・小

田島事務局長（私鉄総連宮城交通労組出身）の時には涙を流しての3.11当時のお話により、参加者には非常に
心に残る視察となった。
同じ被災地でも復興・再生のスピードに大きな格差が生じている現実を目の当たりにすることができ、連合長野とし

て栄村とともに3.11の被災地の息の長い支援をこれからも続けていきたい。
被災地視察の報告集は別途発行するが、3名の参加者からの感想文で報告とします。

3.11を忘れない被災地視察2014報告 3月14日（金）夜～16日（日）
宮城県内沿岸部

▲　保存か解体で揺れる南三陸町旧防災庁舎

あの悲劇、決して風化させてはならない！
一人ひとりに何ができるのか、もう一度考え、さらに前へ踏み出そう。

～忘れない　そして語り継いでいく～� ［ＪＰ労組下伊那支部・三沢　政喜］



連合長野ニュース No.360【4月】

先ず、休日にも拘らず各被災地を案内していただ
いた連合宮城の方々に心より深く感謝したい。

私は過去2回ボランティア活動に参加しているため、
視察に特化した活動は評価していなかった。

しかし、長野から遠く離れた被災地の現状を知る・

理解するうえで非常に有効な取り組みであるとともに、
参加者が次のアクションを起こす切っ掛け作りとなる

「導入編」として高く評価したい。
被災地視察に参加した私の今後の取り組みを3

つ掲げると、第一に長野から自分なりの被災地支援
を継続的に実施する。

第二にマスコミで報道されない各地域の被
害規模と復興スピードの違いや被災された方々
から聞いた生 し々い事実をメッセンジャーとなっ
て周囲に伝え、3.11の風化にブレーキをかける。

第三に連合が継続的に実施する被災地ボラ
ンティア等に参加し、自分自身の3.11を風化さ
せない。

あれから3年の月日が過ぎた。
3年前テレビで悲惨な光景を見て、身の震えが止ま

らなかったことや、自ら率先し節約していたはずだっ
たのが、今年の3月11日は震災特別番組より、面白
い番組を選んでいるし、楽な生活の為に節約をして
いることは少なくなった。

そんな中今回の視察に行って色々な
ことを学んだ。行ってみると大きな空地
にポツンと取り残された家。思いの外瓦
礫（と言っても個人の大事な財産）はみ
ごとに片付けられていた。

連合宮城の方々の説明を聞かないと
解からない状態。ただ、ここに住まわれて
いた方々がどの様になったのかは、自治

体職員としてとても気になる。仮設商店の店主に話
を聞くと、来る方々がすごく減ったと話していた。やは
り“百聞は一見にしかず”。

視察に行ってから自分に何ができるのかを自問自
答を繰り返す。まずは3.11を忘れないことだと思う毎
日。今後も参加された方 と々思いを共有したいと思う。

▲　小田島事務局長の説明に聞き入る参加者

▲　犠牲となった方々に祈りをささげる

� ［自治労辰野町職員労組・両角　哲也］

� ［電力総連中部電力労組・森川　弘］


